
①土砂災害の事象に注意し、早めの避難をする。

②がけ崩れや土石流の起こる方向に対して横方

向に避難する。

③夜中や大雨の中など外へ避難を行うのが危険

と感じる時は、自宅２階以上の山の反対側の

部屋など頑丈な建物の上階へ避難することも

考慮する。

④記録的短時間大雨情報が発表された場合は、

早めに避難を行う。

⑤土砂災害警戒情報が発表された場合は、すぐ

に避難を行う。

出典：内閣府「防災情報のページ」避難情報に関するガイドラインの改定（令和3年 5月）https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/

土砂災害の種類

避難時の注意点

避難行動のポイント

指定緊急避難場所・避難所一覧マイ・タイムラインを作ろう（保存版）

インターネット等での情報収集

災害時に家族と連絡がとれない場合は…

土砂災害の前兆現象

土砂災害警戒情報

警戒レベルと住民がとるべき避難行動

このマップの使い方

洪水予報等、避難指示等の伝達方法

避難時には、高齢者や病人などの要配慮者の避難に協力しましょう
いざ！という時の連絡先

ライフライン管理機関

危険な雨の降り方と強さの目安

　土砂災害警戒情報は、大雨により土砂災害の危険度が高まった市町村を特定し、茨城県と水戸気象台

が共同して発表する情報です。

　土砂災害が発生した場合に、住民の生命または身体に危害が生ずるおそれがあると認められる

区域

　土砂災害が発生した場合に、建築物の損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずる

おそれがあると認められる区域

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

激しい雨 非常に
激しい雨 猛烈な雨

避難経路はできるだけ高い道路を選

び、浸水箇所があった場合は、溝や

水路に注意しながら避難しましょう。

危険が迫ったときは、防災行政無

線などからの避難の呼びかけに注

意しましょう。

災害時には、個々がおか
れた状況に応じて、自ら
の判断で臨機に避難行動
を取りましょう !

非常時持ち出し品と一緒にハ

ザードマップを持って避難し

ましょう。

車での避難は、歩行者・緊急

車両の妨げになるので、でき

る限り徒歩で避難しましょう。

避難が遅れたときは近くの丈夫な

建物の浸水が及ばない階に逃げま

しょう。

高齢者

・

病人

肢体の

不自由な人

目の

不自由な人

耳の

不自由な人

避難する前に、電気・ガスなどの

火元を止め、避難所をもう一度確

認しましょう。

風や雨が強くなってきたら、

ＴＶやラジオ、インターネッ

トで情報を収集しましょう。

１人で避難せずに、隣近所と

声を掛け合いながら避難しま

しょう。

裏面の危険箇所や浸水箇所を

確認し、安全なルートで避難

しましょう。

情報内容 提供機関 アドレス・電話番号 備　考令和６年３月
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警戒
レベル

避難情報
（常陸太田市）住民がとるべき避難行動

緊急安全確保

避難指示

高齢者等避難

－

－

気象情報（気象庁）
［警戒レベル相当情報］

大雨特別警報
等

土砂災害警戒
情報 等

大雨警報
（土砂災害）
洪水警報 等

大雨・洪水
注意報 等

早期注意情報

命の危険　直ちに安全確保！

危険な場所から全員避難！

危険な場所から高齢者等は避難！

・災害が発生又は切迫した状況であり、
　命を守るための最善の行動をとる。

・直ちに身の安全を確保できる場所へ避難する。
　※土砂災害は立退き避難が原則です。
・避難場所までの移動が危険と思われる場合は、近くの
　安全な場所や、自宅内のより安全な場所に避難する。

・避難に備え、ハザードマップ等により自らの避難行動を確認する。
・避難情報の把握手段を確認する。

・災害への心構えを高める。
・防災気象情報等の最新情報に注意する。

・避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、
　乳幼児等）とその支援者は、避難場所へ避難を開始する。
・その他の人は、家族などと連絡、持ち出し品の用意など、避
　難の準備を開始する。危険だと思ったら早めに避難する。

警戒レベル4までに必ず避難！

2
1

危
険
度

大

小

常 陸 太 田 市

マイ・タイムライン

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊） 土石流 地すべり

がけ崩れ 土石流 地すべり

避難所生活の心得

避難先は小中学校・公民館だけではありません

近隣の安全な親戚や友人の家等へ避難する場合のポイント

　安全な親戚・知人宅やホテル・旅館に避難する

ことも考えてみましょう。

●ハザードマップで安全性（土砂災害警戒区域の外にあるか）
を確認しておく

●移動時間を考慮して避難行動開始のタイミングを考えておく

　避難所では、大勢の人と共同生活を送ることになります。不自由なことがたくさんありますが、互いに協力
し合い、譲り合うことが大切です。避難所生活での主な一般的なマナーとルールは次のとおりです。
（１）共同生活の和を乱さないように、決められたルールや役割を守り、「自分たちのことは自分たちで」を基

本に協力して生活しましょう。
（２）お互いのプライバシーを尊重し、大声を出したり、むやみに他人の場所に立ち入らないようにしましょう。
（３）室内は原則として火気厳禁・禁煙です。
（４）トイレは最も密接な共有施設です。汚してしまったら自分で清掃するようにしましょう。
（５）ごみの分別収集を徹底し、ごみ集積場は清潔に保ちましょう。
（６）介護が必要な方は、原則として家族が介護を行ってください。
（７）高齢者や障がい者、乳幼児を抱えた人など、多様な要配慮者への

配慮が必要です。
（８）救援物資の配給は原則としては平等です。但し、緊急の場合は、

高齢者や子供など要配慮者を優先して配給します。
（９）避難所から別の場所へ移動するときには、必ず避難所の運営組織

に届け出てください。

・がけから水が噴き出す。

・がけからの水が濁る。

・小石がパラパラと落ちて、

がけから木の根が切れるなどの

音がする。

・山鳴りや立ち木の裂ける音が聞こ

える。

・石のぶつかり合う音が聞こえる。

・雨が降り続いているのに、川の水

位が下がる。

・川の水が急に濁ったり、流木が流

れてくる。

・泥臭いにおいが漂う。

・山腹や地面にひび割れ・段差がで

きる。

・沢や井戸の水が濁る。

・斜面や地面から水が噴き出す。

・建物や電柱、樹木が傾く。

・井戸や野池の水かさが急激に変わ

る。

地面にしみ込んだ水分が土の抵抗力

を弱め、弱くなった斜面が突然崩れ

落ちる現象ががけ崩れです。突発的

に起こり、瞬時にして崩れ落ちるの

で、逃げ遅れる人も多く、被害が大

きくなります。

谷や斜面に溜まった土や石、砂な

どが、大雨による水と一緒に一気

に流れ出して発生します。破壊力

が大きく、また流れる速度が速い

ため、大きな被害をもたらします。

比較的緩やかな斜面において、地

中の粘土層などのすべり難い面が

地下水などの影響で、ゆっくりと

動き出す現象です。

一気に広範囲で発生するため、住

宅や道路、鉄道などに大きな被害

を及ぼします。

「避難行動等のイラスト」（内閣府）https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/ を加工して作成

20 : 小菅町 ・ 大菅町 ・ 上深荻町

旧賀美小学校 小菅町327

里美文化センター 折橋町623

折橋コミュニティセンター 折橋町623

小菅コミュニティセンター 小菅町2705

上深荻大菅コミュニティセンター 上深荻町228-1
：指定緊急避難場所	 ：指定避難所


